
紀 行

キ リス ト教東方正教会

修道院巡礼雑記

清 水 澄

藤
堂
恭

俊
先
生

(仏
教
学
科
)
を
導
師

に
仰

い
で
、

高

橋
弘
次
(
同
上
)
、
加
藤
信
孝

(社
会
学
科
)
、
竹
内

明
(
教
育
学
科
)
、
藤
本
浄
彦

(
一
般
教
育
)
の
諸

先
生

及
び
稿
者

(
一
般
教
育
)
の

一
行
六
名

が
、

キ
リ

ス
ト

教
東
方

正
教
会
i
通
常
、
ギ

リ
シ
ャ
正
教

或
は

ロ
シ

ア
正
教
と
呼
ば
れ

て
い
る
ー

の
修
道
院

を
訪

ね
歩

い

た
昨
54
年
秋

の

ヨ
ー

ロ
ッ
パ
旅
行

の

"
こ
ぼ
れ
話
"

を
綴

っ
て
『
正
教
会
修
道
院
巡
礼
雑

記
』
と
題
す
る
。

新

ヴ

ァ
ラ

モ
修

道

院

(
フ

ィ

ン

ラ

ン

ド
)

～

一
筋

縄

で

は

い

か

ぬ

人

々

～

笈
を
背
負
う
代
り

に
、

ロ
ー
ラ
ー
付

き

の
ト

ラ
ン

ク
を
引
き
ず

っ
た

一
行

が
、
大
阪
国

際
空
港

で
水
谷

幸
正
学
長

(当
研
究
グ

ル
ー
プ

の
団

長

で
も
あ
ら
れ

る
)

の
激
励

の
御
言
葉

に
送
ら
れ

て
、
最
初
に
訪
ね

た
国
は

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド
で
あ

る
。

新
ヴ

ァ
ラ
モ
修
道
院

は
、

フ

ィ
ン
ラ

ン
ド
東

部

の

地
方
都
市

ク
オ
ピ

オ
か
ら
、
南
東

へ
湖

と
白
樺
と
鈴

蘭

の
道
を

バ
ス
で
四
時
間
近

く
、

「
カ

レ
ワ
ラ
」

の

歌
声

の
聞
え

て
き

そ
う
な

辺
境

に
あ

る
。
「
薪
」
d
霧

即

と
呼
ば
れ

る
所
以

は
、

元
来

、
ラ
ド
ガ
湖
上

の
孤
島

に
在

っ
て
、
カ

レ
リ
ア
の
代
表
的

な
修
道
院

(
盛
時

に
は
四
百
人

の
修
道
僧

が
居
住

し
、
広
く

ロ
シ
ア
中

か
ら
巡
礼
者
を
集
め

た
と
い
う
)

で
あ

っ
た

の
が
、

一
九
四
〇
年

に
ソ
連
軍

に
占
領

さ
れ
て
当
地

に
逃
れ

て
再
建
し

た
こ
と

に
由

る
。
今

日
は
、

レ

ニ
ン
グ

ラ

ー

ド
の
正
教
会

ア
カ
デ
ミ
ー
出
身

の
若

い
院

長

の
下

で
九
名

の
修
道
僧

よ
り

な
る
小
さ
な
僧
院

で
あ
る
。

52
年
秋

に
初
め

て
此
処
を
訪

ね
た
時

に
比
し
て
、

宿
泊
施
設
等
も
整

い
、
訪
問
者
も

増
え
て

い
る
。
ケ

ニ
ア
人

の
青
年
が
、

こ
こ
で
学

び
な
が
ら
案
内
役
を

務
め

て
い
る
の
に
は
驚

い
た
。

ヘ
ル

シ

ン

キ

か

ら

来
た
と

い
う
プ

ロ
テ

ス
タ

ン
ト

(
フ
ィ
ン
ラ

ン
ド

で

は
九
割
近
く
が

ル
タ
ー
派

で
あ

る
)

の
夫
婦
と
力

ト

リ

コ
ン

(僧
院
内

の
教
会
堂
)

の
中
で

一
緒

に
な

っ

た
。
お
堂

の
中

で
は
神
妙

に
し
て
い
た
が
、

サ
ウ
ナ

の
建
売
業
者

で
な

か
な

か
の
商

売
人

で
あ

っ
た
。
わ

ざ
わ
ざ
自
動
車
ま

で
商

品

の
カ
タ

ロ
グ

を
取
り

に
行

っ
て
、
熱
心

に
売
り

込
ん
で
く
る
。
カ
タ

ロ
グ
は
資

料

の

一
つ
と
し

て
持

ち
帰

る
こ
と
に
し
た
が
、
何
だ

か
外
国

に
居

る
気

が
し
な
か

っ
た
。

ケ

ン
ブ

リ

ッ
ジ
大
学

で
哲

学
を
修
め
た
ク
リ

ス
ト

フ
ォ

ロ
ス
師

は
、
度

の
き

つ
い
眼
鏡

こ
そ
同
じ

で
あ

る
が
、
法
名
も

ア

ン
ブ

ロ
シ
ウ

ス
と
改
め
て
、
す

っ

か
り
貫
録
を

つ
け

て
い
る
。
週
に

一
度
、
ク
オ
ピ

オ

に
あ

る
正
教
会

セ
ミ
ナ
リ
ー
で
哲

学
や
思
想
史
を
教

え

て
い
る
。

バ
ス
の
中

で
思
索
を
楽
し
み
な
が
ら
通

う

の
か
と
問

う
と
、
乗

用
車
で
素

ッ
飛
ば
す

の
だ

そ

う
だ
。

い

つ
か
暇
な
時

間
が
あ
れ
ば
、
と
云

い
だ
し
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た

の
で
、
杖
を

ひ
い
て
通
う

の
か
と
感

心
し

て
聞

い

て
い
る
と
、
真
面
目
な
顔
を
し

て
、

ボ
ー
ト
を
漕

い

で
い
き
た

い
と
云

っ
た
。
修
道
院

の
横

の
湖

か
ら

ク

オ
ピ
オ
ま

で
水
路
が
通
じ

て
い
る
の
で
あ

る
。

ク
オ
ピ
オ

に
は
全

フ
ィ

ン
ラ

ン
ド

・
カ

レ
リ

ア
の

正
教
会

セ
ン
タ
ー
が
あ

る
。
府
主
教

パ
ウ

ル
老
師
は

当
代

の
正
教
会
中

の
高
僧

の

一
人
と
目
さ
れ
て

い
る

立
派

な
方

で
あ

る
。
物

静
か
な
と

こ
ろ
は
岸
信
宏
御

門
主

に
似

て
い
る
と
藤
堂
先
生
が
気

に
入
ら
れ
、
大

い
に
話
が
は
ず
ん
だ
。
時
を
改
め

て
軽
食

に
招
待
し

て
下
さ

っ
た
が
、
四
方
山

の
話

の
後

で
、
宣
教

に
熱

心
な
カ

レ
リ

ア
教
会

の
伝
統
が
彼

の
口
か
ら
出

た
。

つ
ま
り
、
近

い
将
来
、

日
本

で
も
宣
教
し

た
い
が
、

あ
な
た
達
は
反
対
し
な

い
か
と
問

う
。
歓

迎
し
ま
す

向って右から三人目がパウル府主教

と
答

え
た
我

々
の
顔

に
当
惑

の
色

が
浮

ん
で
い
た

の
か
、
老
師
は
、

今

の
問

い
は
冗
談
だ
と
云

っ
て
、

ニ
コ
リ
と
さ
れ
た
。

セ
ン
タ
ー

の
中
に
、
正
教
会
博

物

館
と

セ
ミ
ナ
リ
ー
と
が
あ

る
。

博
物
館
は
カ

レ
リ

ア
教
会

の
往
時

を
し

の
ば
せ
る
素
晴
し

い
も

の
で

あ
る
。

セ
ミ
ナ
リ
ー

の
礼
拝
堂

の

イ

コ
ン
の
中

に
は
、

フ
ィ
ン
ラ

ン

ド
在
住

の
日
本
人

の
某
氏

の
画
い

た
も

の
も
あ
る
。
案
内

の
プ

ル
モ

ー
ネ

ン
教
授
は
、
笑

い
な
が
ら
、

彼

の
画
く
聖
者

に
は
東
洋

人
の
面

影
が
あ

る
と
云

う
。
成

程
、
イ

エ

ス
様
も
、
ど

こ
か
日
本

人
的

な
顔

付

で
あ

る
。
日
本

人
が
画
く
以
上
、

当
然

と
い
え
ば
当
然

で
あ
る
が
、

彼
も
亦

、

一
筋

縄

で
は

い
か
ぬ
人
物
と
み
た
。

聖
母
被
昇
天
修
道
院

(イ
ギ
リ
ス
)

～
「神

の
誉
れ
」
は
思
慮
の
外
～

マ
ザ
ー

・
h
^
,
ア
(1
9
12
-

19
7
7
)
が
苦

労

の
末
、

一
九
七
四
年

に
二
人

の
弟
子

と
共

に
小

さ
な
尼
僧
院

を
樹

て
た
の
は
、
初
期

イ
ギ
リ

ス
教
会

史
上
、
重
要

な
教
会
会
議

の
行
な
わ
れ

た
(六
六

四
年
)
ウ

ィ

ッ
ト

ビ
ー
に
近

い
丘
陵

で
あ

っ
た
。

汽
車
を
乗
り
継

い
で
、
や

っ
と
辿

り
着

い
た

ウ
ィ

ッ
ト
ビ
ー
駅
前

の
タ
ク

シ
ー
が

出
払

っ
て

い

た

の

で
、
電
話
し

て
迎

え
を
待

つ
こ
と
小

一
時
間
。
大
型

の
乗

用
車

が
近

づ
く
度

に
、
出
迎
え
か
と
走
り
寄

っ

た
が
悉

く
違

っ
た
。
日
本

で
は
滅
多

に
見
ら
れ

ぬ
汚

い
古

ワ
ゴ

ン
が
現
れ
て
、
ま
さ
か
あ
れ

で
は
あ

る
ま

い
と
云

い
合

っ
て
い
る
と
、

こ
れ
が
迎
え

の
車
だ

と

日
焼
し
た
頑
丈
な
男
が
運
転
台
か
ら
降
り

て
き

た
。

ガ
タ
ガ
タ
走

っ
て
い
る
問

に
、
彼
が

こ
の
町

の
中
学

校

の
校
長
先
生
だ
と
解

っ
て

一
同

す

っ
か
り

恐
縮

し

た
。丘
陵

の
畠

の
中

の
尼
僧
院

の
門
前

で
、

セ
ク
ラ
尼

が
大
柄
な
全
身

に
喜
び
を
表

し
て

一
行
を
迎
え
て
下

さ

っ
た
。
楚

々
と
し

た
京

都
辺
り

の
尼
様
を
想
像
し

て
い
た
訳
で
は
な

い
が
、

マ
ザ
ー

・
グ
ー

ス
の
歌

の
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本

か
ら
抜

け
出

た
よ
う
な

セ
ク

ラ
尼

の
大
き
な
手
を

握

る
と
思
い
の
外

に
温
か
だ

っ
た
。

一
緒

に
出
迎
え

て
呉

れ
た
山

羊
が
鳴
き
な
が
ら

一
行

の
胸
元
を
嗅
ぎ

ま
わ

っ
て
い
た
が
、
稿
者

に
胡
散
臭
さ
を
嗅
ぎ

つ
け

た
の
か
、
い
き
な
り
ネ
ク
タ
イ
を
半
分

ほ
ど
銜
え

こ

み

モ
グ

モ
グ

と
や
り
出
し
た

の
で
吃
驚
し
た
。

二
人
の
老
尼

の
苦
労
話
を
聞

い
た
。
イ
ギ
リ

ス
人

の
キ

ャ
サ
リ

ン
尼
は
無

口
だ
が
音
楽

の
才
能
が
あ

る

ら
し

い
。
底

抜
け
に
お
人
好
し

の

ロ
シ
ア
人
気
質

そ

の
ま

ま

の
顔

を
し
た

セ
ク

ラ
尼
は
、

バ
ー
ゼ

ル
大
学

で
哲
学

博
士

の
学

位
を
と

っ
た
師
僧

マ
リ

ア
の
後
を

継

ぐ
に
十

分
な
知
性
を
備
え
て

い
て
、
す

で
に
数
冊

の
書

物
を
著
し
て

い
る
。
彼
女

の
『
キ
ー
ツ
論
』
を
、
丁

セクラ尼と山羊

度
キ
ー

ツ
研
究

で
オ

ッ
ク
ス
フ

ォ
ー

ド
大
学

に
留
学
し

て
お
ら
れ

て
、
我

々
の
在
英
中

の
世
話
を
し

て
下
さ

っ

た
関
西
学
院

大
学

の
津
田
迫
雄
教
授

に
進
呈
し
た
。
山
羊
を
お
供

に
泥
だ

ら
け
に
な

っ
て
働

い
て

い
る

セ
ク

ラ

尼
に

こ
の
著
が
あ

る
と
は
、
手

に
す

る
ま

で
は
想
像
も
出
来
な
か

っ
た
。

北
海

を
見
遥
か
す
畠

の
隅

に
、

マ

ザ
i

・
マ
リ

ア
の
墓
詣
り
を
す

る
。

セ
ク
ラ
尼
は
、
も
う
す
ぐ
自
分
も
此

の
隣

り
に
横

わ
る

こ
と

に
な
ろ
う
と

云

う
。
仲
良

く
相

並
ん
で
復

活

の
日
を
待

つ
の
で
す

ね
と
云
わ

ず
も

が
な

の
こ
と
を
云
う
と
、
そ

の
日
ま

で
に
は
長

い
長

い
淋
し

い
旅
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
彼
女

は
応

え
た
。
晩
秋

の
風
が
蕭

々
と
潅
木
を

渡
り

、
そ
の
時

、
言
葉

の
意
味
を
問

い
か
ね

た
が
、

帰
国
後
、
問

い
合

せ
の
手

紙
を
出
し
た
。
返
事

に
は
、

あ
れ

は
象
徴
的

な
意
味

で
云

っ
た

の
で
、
お
前
が
想

っ
て
い
る
ご
と
き
輪
廻
観
は
毫
も
持

っ
て

い
な

い
と

書

い
て
あ

っ
た
。
今
生

で
、
も
う

一
度
会

い
た

い
老

尼
で
あ

る
。

祝

日
に
は
聖
母
被
昇
天
修
道
院

の
司
祭
を
勤
め

る

シ
メ
オ

ン
師

を
、

ニ
ュ
ー

キ
ャ

ッ
ス
ル
大
学
哲
学
部

の
宗
教
史
研
究
室

に
訪
ね
た
。
仏
教
学

の
大
家

が
来

た
と
い
う
の
で
学
部

長
も
挨
拶

に
出

て
こ
ら
れ

た
。

シ
メ
オ

ン
教
授

と

の
対

話

に
、
若

い
女
性
が
同
席
し

て
い
て
、
時

に
は
助
言

め

い
た

こ
と
を
す
る
。
彼

は

旧
約
学
者

だ
が
、
歴
と
し
た
正
教

の
聖
職
者

で
あ
り
、

ど
う
も
合
点
が

ゆ
き

か
ね
た
。
正
教
会
神
学
専
攻

の

女
子
学
生

か
と
思

っ
た
が
、
後

で
彼
女

に
聞
く
と

オ

ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
の
街

の
人
で
、
今
、
正
教
会

で
高

名
な
T

・
ウ

ェ
ア
教
授

の
教
会

に
属
し
て

い
る
と

の

こ
と

で
あ

っ
た
。
う

っ
と
り

す
る
ほ
ど

の
美
人

で
も

な

か

っ
た
の
だ
が
、
六

入
と
も

皆
、
彼

女

に
名
前
を

聞
く

の
を
忘
れ

て
し

ま

っ
た
。

二
ー
ダ
ー
ア
ル
タ
イ
ヒ
修
道
院
(西
ド
イ
ツ
)

キ

ン

～

老

僧

の

ロ
は

黄

金

の

ロ

～

西

ド
イ
ツ
の
東
方

正
教
会

研
究

の

一
つ
の
中
心
地

で
あ

る
ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル
ク

の
ア
ウ
グ

ス
チ

ヌ
ス
研
究

所
と
、

エ
キ

ュ
メ

ニ
カ

ル
運
動

で
有
名

な

二
ー
ダ

ー

ア

ル
タ
イ
ヒ
修
道
院

と
は
、
藤
本

先
生

が
52
年
秋

か

ら
関
係
を

つ
け

て
こ
ら
れ
た
と

こ
ろ

で
あ
る
。

マ
イ

ン
川
上
流

の
静

か
な

美
し
い
ヴ

ュ
ル
ツ
ブ

ル

ク
で
は
、
小

さ
な

ホ
テ

ル
を

予
約
し
て
あ

っ
た
。
丁

度
お
祭
り

の
時
期

で
あ

っ
た
の

で
、
日
本
か
ら
夫
婦

つ
れ

で
見
物

に
で
も
来

る
も

の
と

思

っ
て

い

た

の

か
、
ダ
ブ

ル

・
ベ

ッ
ト

の
部

屋
が
用
意
さ
れ

て
い
た
。
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他

の
ホ
テ

ル
も
満
員

で
、

や
む
な

く
二
人
つ

つ
ベ
ッ

ト
を
同
じ
く
す

る
破
目

に
な

っ
た
。
翌
朝
、
食
事

の

席

に
着

い
た

一
行
六
名
は
、
皆
、
何
だ

か
浮

か
ぬ
顔

を
し
て

い
た
。

ニ
ー
ダ
ー

ア
ル
タ
イ

ヒ
修
道
院
は
、

ミ

ユ
ン
ヘ
ン

を
貫
流
す
る
イ
ー
ザ

ル
川
を
呑
み
込
ん
だ
ば

か
り

の

ド
ー
ナ
ウ
河

の
辺
り

に
あ
る
。

バ
イ

エ
ル
ン
地
方
隋

一
の
ベ
ネ
デ

ィ
ク
ト
派
修
道
院

で
、
そ

の
創
立
は
カ

ル
ル
大
帝

以
前

に
遡
る
。
東
方
正
教
会
と

の
関
係
回

復
を
呼

び
か
け
た

一
九
二
四
年

の
教
皇
ピ

ウ
ス
十

一

ビ

ュ
ル

ツ
ブ
ル
グ

の
ホ

デ
ル

の
前
で

世

の
教
書

に
応
え

て
、

ビ
ザ

ン
ツ
典
礼
を
も
兼

ね
修

し
、
院
内

に
正
教
会

の
礼
拝
堂
を
設
け

(
一
九
五

五

年
)
、

一
九
六

二
年

に
は

エ

ユ
メ

ニ
カ

ル
研
究
所
を

設
立
し
て
い
る
。

正
教
会
修

道
僧

の
長
老
、
ク
リ

ソ
ス
ト
モ
ス
師

は

亡
命

ロ
シ
ア
人
で
、
修

道
院
全
体

の
副
院
長
格

で
あ

る
。
藤
本
先
生

と

の
再
会
を
喜
び
大

い
に
サ
ー
ヴ

ィ

ス
し
て
下
さ

っ
た
。
日
本

の
こ
と
を
よ
く
知

っ
て
い

て
、
神
武

、
緩
靖

、
安

寧
と
初
期
天
皇

の
名
前
を
暗

誦
し

て
我

々
を

吃
驚

さ
せ
る
。
し
か
し
我

々
が
他

の

修
道
僧

と
の
間

で
英
語

の
会

話
を
交
し
た
り
、
神
学

問
題
を
論

じ
た
り

す
る
と
、
大
き
な
体
を
グ

ッ
タ
リ

さ
せ
て
、
悲

し
そ
う
な
顔

を
し
て
下
を
向

い
た
り
し

て
い
る
。

両
派

の
修

道
僧
が

一
緒

に
食

事
す
る
大
食

堂

で
は
修
道
院
長

と
並
ん
だ
席
か
ら
我

々
の
方

に
胸

を

は

っ
て
み
せ
る
。
80
才

の
亡
命

ロ
シ
ア
人
は

い
ろ

い
ろ
な

こ
と
を
経
験

し
て
き

た
に
相
違
な

い
。

ベ
ネ

デ

ィ
ク
ト

派

の
大
修
道
院

の

中

で
暮

し
て
い
く

に

は
、

さ
ま
ざ
ま
な

こ
と
が
あ

る
に
相
違
な
い
。
彼
は

「黄
金

の
ロ
」
で
、
ひ
た
す
ら

「
ゴ

ス
ポ
デ

ィ

・
ホ

ミ

ル
イ
」

(
主
よ
愍
み
給
え
)

を
唱
え
な

が
ら

、

終
り

の
時
ま

で
生
き
抜

い
て
い
く

の
で
あ
ろ
う
。

『
巡
礼
者

の
道
』

の
独
訳
者

ユ
ン
グ
ク

ラ
オ

セ
ン

師

は
、
恥

・
ハ
イ
ラ
ー
と
も

親
交

の
あ

っ
た
学
者

で

あ

る
。
約

一
ケ
年

間
、
鎌
倉

で
坐
褝
し
て
き

た
と

い

う
だ

け
あ

っ
て
、
ど

こ
か
東
洋
的

な
落
着
き
が
あ
る
。

常

に
頭
を
垂

れ
て
い
る
風

で
、
大
勢

に
立
ち
混

っ
て

い
て
も
、

す
ぐ
見
分

け
が

つ
い
た
。
正
教
会

の
礼
拝

室

で
ミ
サ
を
主
宰
す

る
彼

の
痩
身

に
は
司
祭

と
し

て

の
有
難

さ
よ
り

は
哲

人
的

な
威
厳

が
あ

っ
た
。

修
道
院

の
門
前

に
穴
倉

の
よ
う
な

レ
ス
ト
ラ

ン
が

あ

る
。
夕

べ
の
勤
行

が
終

っ
て
僧
院

を
脱
け
出
し

て

い
く
と
、
修
道
院
附
属
学
校

の
新
学
期

が
始

ま
る
時

期

で
、
久
し
振
り

に
顔

を
合

せ
た
上
級
生
連

中
が
大

勢

で
ビ
ー
ル
を
飲

ん
で
騒

い
で
い
る
。
僧
院
生
活

を

し

て
い
る
我

々

一
行

は
ア

ル
コ
ー

ル
類
を

固
く
自
ら

に
禁
じ

て
い
た
の
で
、

や
む

を
え
ず
美
味

し
い
生

の

ワ
イ

ン
の
盃
を
重
ね

た
。
普
通

の
日
に
は
、
修

道
僧

も
昼
食

に
は
ワ
イ

ン
を
飲
む

。
そ
の
時

に
は
遠
慮
が

ち

に
お
相
伴
し

て
い
た
の
で
、
夕
方

、
我

々
だ
け

で

も
う

一
度
と

い
う
こ
と
に
な

る
。

ア
ト
ス
山
修
道
院

(ギ

リ
シ
ャ
)

尖
端

に
二
〇

三
三
メ
ー
ト

ル
の
ア
ト

ス
山

が
屹
立

す

る
長
さ
約
四

八
キ

ロ
メ
ー
ト

ル
、
巾

約
四
～
六
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
の
ア
ト
ス
の
半

島

(
ギ
リ

シ
ャ
北
部
、

ハ
ル
キ
デ
ィ
キ
の
三

つ
の
半

島

の
う

ち

東

端

の
半

島
)

は
、

「
パ
ナ
ギ

ア
の
庭
」
、
「
天
と
地

の
間
」
と

呼
ば

れ
て
、
数
多
く

の
修

道
施

設
を
も

つ
聖
地

で
あ
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る
。
十
世
紀

以
来

、
修

道
院

の

一
大

セ
ン
タ
ー
と
し

て
全
東
方

正
教
世

界

で
大
き
な
位
置
を
占
め

つ
づ
け

て
き

た
。
今

日
、
ギ
リ

シ
ャ
国
よ
り
半
ば
独
立
し

た

特

異
な
宗
教
共

同
体
を
な
し
て

い
る
。

テ

ッ
サ

ロ
ニ
キ

で
入
山
手
続
き
を
し
て
、

ホ
テ

ル

に
荷

物
を
預
け
て
、
登
山

ス
タ
イ

ル
で
ア
ト
ス
山
修

道
院

群
を
訪
ね
歩

い
た
。
平
素

は
ダ

ン
デ

ィ
ー
な
藤

堂
先
生
も

旧
陸

軍
軍

人

の
勇
姿
を

取

り

戻
さ
れ

た

が
、
先
生

の
フ

ァ
イ

ト
に
は
ロ
バ
々
、
頭
が
下

っ
た
。

旅
行
中

の
諸
難
関
を
貫
録
と
決
断
と

で
打
開

し
て
下

さ

っ
た
高
橋
先
生
も
、

こ
こ
で
は
、
我

が
生

涯

の
最

高

の
苦
し
み
と
、

い
さ
さ

か
弱
音
を

吐
か
れ
た
。

～

変

な

人

々

～

カ
リ

エ
は
ア
ト

ス
半
島

の
ほ
ぼ
中
央

の
東

傾
面
に

開
け
た

い
わ
ば
首
都

で
あ

る
。
世
俗
世
界
と

の
出

入

口
で
あ

る
西
海
岸

の
ダ

ブ

ニ
港

か
ら

バ

ス

(
俗
人
の

私
営

バ
ス
)

に
ゆ
ら

れ
て

一
時
間
余

、
カ
リ

エ
で
降

り
る
と
周
囲

は
誠

に
ア

ッ
ケ

ラ
カ

ン
と
し
た
山
腹

の

広
場

で
、
僧
俗

の
相
客
達

は
足
早

や
に
ど

こ
か
に
消

え

て
し
ま
う
。
カ

ラ

ン

・
カ
ラ

ン
と
鈴
を
鳴

し
て
驢

馬
が
紅
葉
し

た
茂

み
の
向

こ
う

の
道
を
歩

い
て
い
た

り
す
る
。
し

か
し
首
都
だ
け
あ

っ
て
、
聖
庁

、
政
府

出
張
所
、
警
察
、
学
校
、

日
用
雑
貨

・
土
産
物
店

、

ア トスへの道 路傍には 「辻地蔵」が立 っている

 

病
院

(院
長

は
獣

医
さ
ん
?
)
等
が
ポ

ツ
リ

・
ポ

ツ
リ

と
並

ん
で
い
る
。
十
九

世
紀
末

の
ス
ケ

ッ
チ
を
見

る

と
、
大
勢

の
僧

俗
で
賑

っ
て
お
り
、
今

で
も
真
夏

に

は
か
な
り

の
賑

い
と
聞
く
が
、
我

々
の
訪
問
時
が

い

つ
も
秋
も

闌
け
た
頃

で
あ
る

の
で
、
散
閑
と
し

た
印

象

だ
け
が
強

く
残

っ
て

い
る
。

ア
ト

ス
山
宗
教
共

同
体

の
聖
庁

の
近
く

に
、

二
人

の
老

人
で
開
い
て
い
る
汚

い
レ
ス
ト

ラ
ン
が
あ

る
。

小

さ
な

テ
ー
ブ

ル
を
四

つ
ば
か
り
並

べ
て
、

メ

ニ
ュ

ー
は
豆

ス
ー
プ
だ

け
で
あ
る
。
運
が
良
け
れ
ば
野
菜

の
煮
物

の
あ

る
時
も

あ
る
。
運
び
役

の
小
柄
な
老
人

が
何

に
興
奮

し
た
の
か
、
奇

声
を
発
し
て
踊
り
だ
し

た
。
長
靴

の
足
で
跳
び
上
り
、
靴

の
裏
を
手

で
叩
く

甚

だ
勇
壮

な
踊
り

で
あ
る
。
漸
や
く

に
し

て
運

ん
で

呉

れ
る

ス
ー
プ
皿

の
中
に
、
彼

の
伸
び

た
黒

い
爪

の

親

指
が
浸

っ
て

い
る
。

「
こ
れ
が

ア
ト
ス
だ
、
さ
あ

食

お
う
」
と
畷
る
外
は
な

い
。

古
い
巡
礼
道
を
辿

っ
て

い
る
と
、
あ
ま
り
遠

く
な

い
と

こ
ろ

で
銃
声
が
す
る
。
獲
物

に
な
り

う
る
鳥
も

獣

も

い
そ
う
も
な

い
の
だ
が
、

い
や
第

一
に
聖
域

で

銃
鉋
打
ち
と
は
け
し

か
ら

ん
と
話

し

合

っ
て

い

る

と
、
向
う
か
ら
鉄
鉋
を
担

い
で
背

の
高

い
男

が
や

っ

て
来
た
。
役
所
関
係

の
人
間

か
も
知

れ
ぬ
が
、
服
装

か
ら
み
る
と
ケ
リ

ア
居
住

の
修
道
士

か
も
知

れ
ぬ
。

何
者
か
判
然
と
し
な

い
。
鋭

い
目
付
を

し
て

ス
タ

ス

タ
と
行
き
す
ぎ
た
。

い
ろ

い
ろ
な
巡
礼
者

に
出
会

う
。
母
を
亡

く
し
た

青
年
が
数
珠
を
手

に
歩

い
て
い
る
。
兵

役
前

の
休

暇

を
巡
礼

に
当

て
て
い
る
青
年
も

い
る
。
亡
き

妻
を

偲

ん

で
の
巡
礼

か
と
思

っ
て
い
た
老

人
が
、
今
度
出
会

う
と
栗

の
実
を

つ
め

た
大
き
な
袋
を
担

い
で
い
た
り

す

る
。
冷
た

い
雨

の
中
を
外
套
を

か
ぶ

っ
て
、
独
り

、

ゴ

ソ
ゴ

ソ
と
歩

い
て
い
く

か
な
り

の
年
令

の
老

人
が
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い
た
が
、
後

日
、
彼

に
は
会
わ
な

か

っ
た
。
或

る
日
、

村

の
司
祭
さ
ん

に
引
率
せ
ら
れ

て
ブ

ル
ガ

リ
ア
に
近

い
田
舎
か
ら
や

っ
て
き
た

30
人
ば

か
り

の
巡
礼
団

と

泊
り
合
せ
た
。
大
き
な
携
帯

ラ
ジ

オ
を
持

っ
て
き

て

い
る
者
、
引
き
抜

い
た
苗
木
を
大
事

そ
う
に
し
て
い

る
者

、
我

々
と
話
し
込
ん

で
ク
リ

ス

マ
ス
に
は
、

カ

ー
ド

の
交
換
を
し
よ
う
と
申
し
出

る
者
等
、

さ
ま
ざ

ま

で
あ
る
。
夜
中

に
我

々
の
部
屋

へ
入
り
込

ん
で
き

た
奴
が

い
た
。
枕
元

に
立

っ
て
ブ

ツ
ブ

ツ
唱

え
ご

と

を
す
る
。
仲
間
が
来
て
無
理
や
り
連
れ

て
い

っ
て
呉

れ
た
が
、
全
く
得
体

の
知
れ
ぬ

の
が
混

っ
て
い
る
。

ア
テ
ネ

の
ビ
ザ

ン
ツ
研
究
所

の
某
氏

は
、

ソ

ル
ボ

ン
ヌ
に
も
留
学
し
た
歴
史
学
者

で
あ

る
。
同
じ
船

で

ア
ト

ス
に
入

っ
た
が
、
数

日
後
イ
ヴ

ィ

ロ
ン
修
道
院

で
再
会
し
た
。
親
切
な
人

で
い
ろ

い
ろ
教
え

て
呉

れ

た
が
、
ビ
ザ

ン
ツ
に
つ
い
て
の
彼

の
質
問

に
正
し

く

答

え
る
と
、
大
げ
さ

に

「
ブ

ラ
ボ

ー
」
と
云
う

の
に

は
閉
口
し
た
。
我

々
が
健
康
状
態

か
ら
し

て
、

一
度

テ

ッ
サ

ロ

ニ
キ
に
帰
る
と

い
う

の
を
聞
く
と
、
あ

っ

さ
り

と
予
定
を
変
え

て

一
緒

に
帰

る

と

云

い
出

し

た
。
皮

製

の
大
き
な
ト
ラ

ン
ク
を
頭

に
載
せ

て
カ

リ

エ
へ
の
道
を
先
頭

に
立

っ
て
歩

い
て
い
く
。
N
H
K

の
鈴
木

ア
ナ

に
似
て

い
る
が
、
も
う
少
し
禿
げ

て
い

る
。
汗

で
頭
上

の
ト

ラ
ン
ク
が
滑

る
の
か
、
し
き
り

に
頭
を
拭
う
。
加
藤
先
生

の
水
筒
は
殆

ん
ど
彼

一
人

で
飲

ん

で
し
ま

っ
た
。

テ

ッ
サ

ロ
ニ
キ

へ
の
バ
ス
の

中

で
、
彼

は
隣
席

の
修

道
僧
相
手
に
喋
り
ま
く
り
、

修
道
僧

は
悪
酔
し
て
吐
い
て
い
た
。

～
黒
い
天
使
達

～

困

っ
た
話

早
稲

田
大
学
文
学
部

の
高

橋
栄

一
教
授

に
は
、

ア

ト

ス
に
関

し
て
御
教
示
を

い
た
だ

い
て

い
た
が
、
修

道
僧

か
ら

発
心
し
て

ア
ト

ス
の
修

道
僧
と
な

る
よ
う

執
拗

に
迫
ま
ら

れ
て
大

い
に
弱

っ
た
と

い
う
話
を
承

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
真
摯
な
お
人
柄

の
ビ
ザ

ン
ツ
美

術

の
大
家

に
ア
ト

ス
の
僧
も

惚
れ
込
ん

で
勧
あ
た

の

で
あ

ろ
う
。

さ
も

あ
り

な
ん
と
、
そ

の
時
、
秘
か

に

思

っ
た
も

の
で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、

ア
ト

ス
研
究

を
始

め
た
ば
か
り

の
、

し

か
も
道

心
堅
固

な
仏
教
僧

侶
で
あ
る
我

々
が
同
じ

よ
う
な
目

に
遭

う
に
到

っ
た
の
で
本

当

に
困

っ
た
。

因
み

に
ギ

リ
シ

ャ
正
教
を
国
教

と
す
る
此

の
国

で
は

他
宗
教

・
他
宗
派

が
正
教
徒

に
布

教
し
改
宗
さ
せ
る

こ
と

は
禁
じ
ら
れ

て
い
る
。
勿
論

、逆

は
可

で
あ
る
。

ギ
リ

シ
ャ
正
教

の
牙
城

た
る
ア
ト

ス
山
に
お

い
て
、

状
況
は
我

々
に
と

っ
て
著

し
く
不
利

で
あ
る
。

ピ

ロ
テ
ウ
修
道
院

で
、
夕
食

の
後

に
、

一
人

の
年

輩

の
僧
が

に
こ
や
か
に
近

づ
い
て
来

て
、
ゲ

ス
ト

・

ハ
ウ

ス
で
話
を

し
た

い
と
云
う
。
当
院
は

ア
ト
ス
山

で
も
屈
指

の
規
律

の
厳

し

い
と

こ
ろ

で
あ

る
か
ら
、

聞
き

と
り

調
査

の
チ

ャ
ン
ス
と
ば
か
り
大

い
に
喜

ん

だ
。
少

し
話

し
た
後

、
お
前

達
は
神

の
存
在
を
信
ず

る
か
と
問

う
て
き

た
。
広

い
意
味

で
の
神
を
念
頭

に

お

い
て
い
た
の
で
、
軽

卒
に
も
信
じ
る
と
答
え
た

の

が
失
敗

で
あ

っ
た
。
彼

に
と

っ
て
は
、
当
然

の
こ
と

な
が
ら
、

キ
リ

ス
ト
教

の
神

し
か
頭

に
な

い
訳

で
あ

る
か
ら
、
此
処

で
修
道
僧

に
な

っ
て
す

べ
て
を
神

に

捧
げ

る
生
活
を
送

れ
、

さ
あ
ど
う
だ
、
ど
う
だ
と

一

方
的

に
攻
め
ま

く

っ
て
来

る
。
教

養
よ
り
も
頑
固
な

信
心
が
彼
等

の
伝
統
的

な
面
目

で
あ
る

の
で
、
す

っ

か
り
手
を
焼

い
て
い
る
裡

に
夜
も

更
け
、
灯
を
入
れ

に
来

た
僧
が
仲

に
入

っ
て
呉
れ
て

漸

や

く

助

か

っ

た
。
明

日
、
ま

た
こ
の
続
き

を
や
ろ
う
と
云

っ
て
、

彼
は
説
得
を
諦
め

た
様
子
を

み
せ
な
い
。
翌

日
、
彼

の
姿
を
見

る
と
逃
げ
廻

っ
た
が
、
我

な
が
ら
、

い
さ

さ
か
、
な
さ
け
な

い
思

い
が
し
た
。

パ

ン
テ
レ
イ

モ
ン

(
ロ
シ

コ
ン
と
も

云
う
)
修

道

院

で
は
、
通
訳
を
兼
ね

て
我

々
に
協
力

下
さ

っ
た

ア

テ
ネ
大
学
神
学
部
留
学
生

の
長
屋
房
夫
師

が
困
る
番

で
あ

っ
た
。
帝
政

ロ
シ
ア
の
頃

に
は
、
当
院

で
三
千

人
、

二

つ
の
ス
ケ

ー
テ
と

八
十

二
の
ケ
リ
ア

で
七
千

人
、
計

一
万
人

の

ロ
シ
ア
入
修
道
僧

が
ア
ト

ス
に
居

住
し
た
事
が
あ

っ
た
。
今

日
、
僅

か
に
二
十
六
名

が
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居

る
に
過
ぎ
な

い
。
宏

大
な
僧
院

も
荒
れ
る

に
ま
か

せ
、
ケ

リ
ア
も

田
畠
、
山
林

も
放
置
さ
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、

副
院
長

ミ
カ

ェ
ル
師
は
長
屋
師

に
口
説

い

た
。
好
き

な
所
を
差
し
上
げ
る
か
ら

日
本
人
修
道
僧

の
手

で
再
建

し
て
欲
し

い
と
。

レ

ニ
ン
グ

ラ
ー
ド
で

六
年
間
も
学

ん
だ
長
屋
師
を
見
込

ん
で
彼

は
熱

心
に

説
得

し
に
か
か

っ
た
。
長
屋
師

は
困
惑

の
態

で
あ

っ

た
が
、
少

し
は
心
を
動
か
し
て

い
る
様
子
も

み
え

た
。

こ
れ
は
日
ソ
間

の
新
た
な
紛
争

の
種

に
な
り
ま
す

よ

と
云

お
う
と
思

っ
た
が
、
長
屋
師
が
深
刻

に
考
え

て

一
層
困
る
と
い
け
な

い
の
で
黙

っ
て
い
た
。

生

臭
い
話

最
近

の
ア
ト

ス
山

の
活
気

の
源

の

一
つ
は
大
学
卒

の
若

い
修
道
僧

の
増
加

に
あ
る
と
み

て
よ

い
。

シ

モ

ノ
ペ
ト
ラ

ス
修
道
院
も
か
か
る
傾
向
を
如
実

に
示

し

て
い
る
。
我

々
の
現
地
協
力
者

の

一
人

で
あ

る
テ

ッ

サ

ロ

ニ
キ
大
学
神
学
部

の
ジ

ア
カ

ス
教
授

の
教

え
子

が
、
当
院

に
二
人
も

い
る
。
恩
師

の
友
人
達

と
い
う

の
で
鄭
重

に
し
て
呉
れ
た
が
、
正
教
修
道
僧

の
特
徴

で
あ
る
長

く
伸
ば
し

た
髭

の
顔

で
、

ヘ
ヘ
ッ
と
愛

想

笑

ま
で
し
て
み
せ
る

の
に
は
気
持
が
悪

か

っ
た
。
滞

在
二
日
目

の
夕
方
、
兼
ね

て
当
院

に

ロ
ン
ド

ン
大
学

出
身

の
イ
ギ
リ

ス
人
修
道
僧

パ
ウ

ロ
師
が
居

る
の
を

聞
き

込
ん
で
お
り
、
夕

食

の
際
、
彼
ら
し

い
人
物
を

見
付

け
て

い
た

の
で
、
ジ

ア
カ
ス
教
授

の
教

え
子

の

修
道
僧
達

に
彼

に
会

い
た
い
旨

を
伝
え
た
。
彼
ら

の

表
情

は
冷
め

た
く
な
り

言
下
に
断
わ
ら
れ
た
。
彼

は

不
在
だ
と
云
う
。
先

程
、
食

堂

で
見
か
け
た
と
反
論

す
る
と
、
食
後
直

ち
に
隣
り

の
修
道
院

へ
出
か
け

て

し
ま

っ
た
と
応

え
る
。
彼

等
二
人
だ
け

で
な
く
、
他

の
若

い
修
道
僧
達
も

、
に
わ
か

に
我

々
に
対
す
る
態

度
を

か
え
出

し
た
。
到
頭
、
パ

ウ

ロ
師
に
会
う

こ
と

が
出
来
な

か

っ
た
。
我

々
が
彼

等

の
好

意

に
も
か
か

わ
ら
ず

パ
ウ

ロ
師

に
会

い
た
い
と
云

っ
た

の
が

い
け

な
か

っ
た

の
か
、
パ
ウ

ロ
師

自
身

が
何

か
問
題
を
持

っ
て
い
る
修
道
僧

で
あ

る
の
か
、
今

に
到
る
も
釈
然

と
し
な

い
。

ア
ト
ス
山

の

ル
ネ

ッ
サ

ン
ス
の
具
体

的
な
相

の

一

コ

イ

ノ

つ
は
、

ア
ト

ス
山
修
道
院

の
二
大
形
態
で
あ
る
共
同

ビ
ア

イ
デ
イ
オ
リ
ユ
ス
モ
ス

修
道
制
と
個
別
的
修
道
制

の
う
ち
、
後

者
か
ら
前
者

へ
の
志
向
が
現
実
的
な

趨
勢
と
な

っ
て
き
た
と

こ
ろ

に
認
め
ら
れ

る
。
前
者

は
ア
ト

ス
山
に
本
来
的
な
修

道
制

で
あ
り
、
修
道
院
長

の
指
導

の
下
に
完
全
な
共

同
生
活
を
送

る

(財
産
も
共
有

で
あ
る
)
。
後
者
は
後

に
興

っ
た
制
度

で
あ
り

、
数

人

の
長
老
に
よ

っ
て
修

道
院
が
運
営
さ

れ
、
修

道
僧

は
各

自

の
工
夫

・
努
力

で
修
道
生
活
を
送

る

(財

産

の
私
有
を
認
め

る
)
。
近

年
、
す

で
に
二

つ
の
修

道
院

が
転

向
し
て

い
る
。

ド

ピ
ア
リ
ウ
修
道
院

で
の
聞
き

と
り
相
手

は
33
才

で
、

ア
ド

ス
山

で
今

、
流

行

の
金
縁

の
眼
鏡
を

か
け

て
イ

ン
テ
リ
風
を
吹

か
す
輩

と
は
異

っ
て
、
な

か
な

か
の

面
構

え
で
あ

る
。
個
別
的
修

道
制

の
当
院
を
共
同
修

道
制

に
変

え
る

べ
く
、
六
名

の
同
志
と
共

に
ク

ツ

ル

ム
シ
ウ
修
道
院

か
ら
乗

り
込
ん

で
来
た
ら
し

い
。

こ

こ
五
年

の
間

に
は
ア
ト

ス
山
修

道
院
は
す

べ
て
共
同

修
道
制

に
転
向

す
る
だ
ろ
う
と
鼻
息
も
荒

々
し

い
。

ど

の
よ
う
な
手
続
き

で
当
院

へ
移

っ
た

の
か
と
聞
く

と
、
当
院

の
長
老
達

の
招
聘
に
応
え
た
も

の
だ
と
云

う
。
し

か
し
、

す
ぐ
後

で
長

老
格
に
会
う
と
、
顔
を

顰
め

て
個
別
的
修
道
制

が
容

易
に
共

同
修

道
制

に
変

る
は
ず
は
な

い
と
断
言

し
た
。

一
見
し
て
、
眠

っ
て

い
る
よ
う

に
静

か
な
修

道
院

の
内
部

で
、
深
刻
な
改

革
劇
が
進
行
し

て
い
る
の
で
あ
る
。

す

で
に
幕
が
降
り

た
後

で
、
思
い
が
け
ず
主
役

の

一
人

に
舞
台
裏

で
出
会

っ
た
こ
と
も

あ

っ
た
。

ア
ト

ス
山

の
活
気

の
他

の

一
つ
の
源

は
、
ギ
リ

シ
ャ
に
お

け
る
修
道
院

の
ア
ト
ス
集

中
現
象

に
あ
る
。
つ
ま
り
、

種

々
の
理
由

か
ら
従
来
居
住

し
て
い
た
修
道
院
を
捨

て
て
大
挙
し

て
ア
ト
ス

へ
移

住
し
て
来

る
。

テ

ッ
サ

リ
地
方

の
メ
テ
オ
ー
ラ
諸
修

道
院

か
ら

の
移
住
が
多

い
が
、

こ
の
場
合

は
い
わ
ば
本

家
帰
り

で
あ
る
。
ク

セ
ノ
ポ

ン
ト
ス
修
道
院

は
メ
テ
オ
ー
ラ
か
ら

の
移
住

僧
が
中
心
と
な

っ
て
手

入
れ

の
行
き
届

い
た
感
じ

の

良

い
修
道
院

で
あ

る
。
接
客
係

の
僧
も

移
住
組

の

一
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人

で
、
議
論
は
出
来
な

い
が
温
厚
な
青
年
僧

で
あ

る
。

と
こ
ろ
が
隣
り

の
ド

ピ
ア
リ

ウ
修
道
院

で
カ
ト
リ

コ

ン
の
案
内
係

を
し

て
い
る
老
僧
が
、

ク
セ
ノ
ポ

ン
ト

ス
で
20
年

間
、
院
長
を
勤
め
た
人
物

で
あ

っ
た
。
驚

い
て
理
由
を
聞
く
と
、
ク

セ
ノ
ポ

ン
ト
ス
の
連
中

に

聞

け
と
皮

肉

っ
ぼ
く
笑
う
だ
け

で
、

そ
れ
以
上
何
も

云

わ
な
い
。
ク

セ
ノ
ポ

ン
ト

ス
修
道
院

へ
戻

っ
て
例

の
青

年
僧

に
聞
く
と
、
昨
年
、
何
か
が
起

っ
た
と
答

え
る
だ
け
で
、
更

に
聞
く
と
、

こ
ん
な

こ
と
を
聞
き

出

し
て
ど
う
す
る

の
か
と
開
き
な
お

る
か
ら
取
り

つ

く
島
も

な
い
。

つ
ま
り
、
メ

テ
オ
ー

ラ
か
ら

の
移
住

僧
達

が
、
従
来

の
院

長
を
追
放
し
た

の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
追

放
さ
れ
た
院
長
が
個
別
的
修
道
制

の
修
道

院

に
身

を
寄

せ
て
い
る

の
で
あ
る
。
特
別

の
事
情
も

あ

る
に
相

違
な
い
が
、
騒
動

の
大
概
は
察
す
る

こ
と

が
出

来
る
。

怪

し
げ
な
話

先
年

、
シ

モ
ノ

ペ
ト

ラ
ス
修
道
院

に
イ

ン
ド
で
修

行

し
て
き

た
と
称
す
る
修

道
僧
が
来

て
、
手
を
触
れ

ず

に
机

上
の
物

を
動

か
す
と

い

っ
た
類

の
奇
蹟

の
数

数
を
演

じ
た
そ
う
だ
。
修

道
院
長
が
差
し
出
し
た
十

字
架
を
見

て
、
流
石

の
彼

の
魔
法
も
威
力
を
失

っ
た

が
、
院
長

は

こ
の
事

件

の
仔
細
を
記
録

に
留
め

て
い

る
そ
う
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
話
が
、
ま

こ
と
し
や

か

に
語
ら
れ

る
の
を
聞

い
た
。

ア
ト

ス
山

に
は
、

こ

の
よ
う
な
事
件
が
起

っ
て
も

不
思
議

で
な

い
雰

囲
気

が
あ
る
。
し
か
し
化
物

の
正
体

は
、
恐
ら

く
次

の
二

点

で
あ

ろ
う
。

一
つ
は
、
東
方

の
宗
教

に
対

す
る
伝

統

的
な
警
戒
心
。
も
う

一
つ
は
、
高
学
歴
修
道
僧

の

増
加

に
対
す
る

ア
ト
ス
的

工
ー
ト
ス
の
反
作

用
。

イ
ヴ

ィ
ロ
ン
修
道
院

の
近
く

の
ケ

リ
ア
に
住
む

パ

イ
シ
オ

ス
師
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
小
動
物
と
共

に
住

み
、

彼

等
を

意

の
ま
ま

に
従
わ
せ

る
こ
と
が
出
来

る
と
し

て
知
ら
れ

て
い
る
。
彼

に
面
会
す

る
こ
と

は
叶
わ
な

か

っ
た
が
、
彼

の
弟
子
筋

に
当
る

ア
ト

ス
山

正
教
会

ア
カ
デ
ミ
ー

の
副
校
長

の
ヨ
セ
ブ
師

に
聞

い
た
と
こ

ろ
で
は
、
常
人

に
は
な

い
能
力

の
持
主
ら

し
い
。

ア

ト

ス
山

の
生

え
抜
き

の
修
道
隠
士

で
は
な

く
、

シ
ナ

イ
山

で
修

道
し
た
後

移
住
し

て
き

た
人

で
、
年
令

は

52
～
55
才
。

シ
ナ
イ
山
時
代

に
、
彼

の
隠
者
小
舎

で

鼡

が
よ
く
云
う

こ
と
を
聞
き
分
け

る
の
を
実
際

に
見

た
と

ヨ
セ
ブ
師
は
云
う
。
ま

た
、

ヨ
セ
ブ
師

が

レ
ニ

ン
グ
ラ
ー
ド

に
留
学
中

の
こ
と
を
、
彼

は
ア
ト
ス
山

に
居
な
が
ら

に
し

て
よ
く
知

っ
て
い
た
と
、
感

に
耐

え
ぬ
顔
付

で
語

っ
て
呉
れ
た
。
今

日
、

ア
ト

ス
研
究

の
第

一
人
者

で
あ

る
テ

ッ
サ

ロ
ニ
キ
大
学
神
学
部

の

G

・
マ
ン
ツ

ァ
リ

ィ
デ

ィ
ス
教
授
も

、
彼

の
と
こ
ろ

で
蛇
や
蠍
が
意

の
ま
ま

に
従
う

の
を
見

て
驚

い
た
と

い
う
。
小
動
物
を
飼

い
馴
ら
し

て
人
を
驚

か
す
の
は

邪
道

で
は
な

い
か
と
い
う
問

い

に
対

し
て
、
ジ

ア
カ

ろ
教
授

は
、
神

に
近

い
境
地

ま

で
深
ま

っ
た
宗
教
者

に
と

っ
て
他

の
動
物
と
親

し
く
な
る

の
は
当
然

の
現

象

で
、
仏
教
者

の
場
合

で
も

同
様

で
は
な
い

の
か
と

応
え
た
。
当
代

ア
ト

ス
随

一
の
高

僧
、
デ

ィ
オ

ニ
シ

ウ
修
道
院

の
元
院
長

で
93
才

で
な
お
矍
鑠

と
し
て

い

る
ガ
ブ
リ

エ
ル
老
師

は
、
今
ま

で
に
出
会

(、
た
最
も

尊
敬
に
価
す
る
修
道
僧

は
、
当
院

に
居

た
故
イ
サ
ク

師

で
、
無
教
育
な
人

で
あ

っ
た
が
謙
虚

で
非
常
に
立

派
な
修
道
僧

で
あ

っ
た
と
語

っ
た
。
ど

の
よ
う
に
立

派

で
あ

っ
た
か
聞
き
損

ね
た
が
、
鼡

や
蛇
で
人
を
驚

か
す
よ
う
な

こ
と

は
な

か

っ
た
ら

し
い
。
少

な
く
と

も

、
老
師
は
、
そ
う

い
う

こ
と

に
感

心
し
た
訳
で
な

い

こ
と
は
確
か

で
あ

る
。

"
こ
ぼ
れ
落
ち
な

い
話
"

は
、

す
で
に
、
京

都
新

聞
(
藤
堂
)
、
佛
大
社
研

「
研
究
所
報
」

(加
藤
)
、
中

外

日
報

(
全
員
)
、
東
方
界

(藤
本
)
等

に
発
表

さ
れ
、

今
後
も

他

の
先
生
方
が
御
執
筆
下

さ
る
と
思
う
。
水

谷

・
藤
堂
両
先
生
を
始
め
と
し
、

一
行

の
諸
先
生
方

に
心
よ
り
感
謝
し

つ
つ
擱
筆
す

る
。

(な

お
当

調
査

旅
行
は
54
年

度

「
文
部
省
科
学
研
究
費
」

の
補
助

に

よ
る
)

(し
み
ず

と
お

る

文
学
部
教

授
)
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